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健⑰西の餅（2）

健やかな子供の
成長を願って

年齢別記章人口の推移

く注〉（）内（．博賞和55年を100としだ的合の描敬。

昭和梼年　回班調群、昭棚；0年I現在は人Il開明研究所の昭和56年樹枇

毎月第三日　曜日　は「家　庭　の　目」です

5
月
5
日
（
水
）
の
「
こ
ど
も
の
日
」

を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
一
週
間
は
児
童
福

祉
週
間
で
す
。
活
力
あ
る
社
会
の
建
設

の
た
め
に
は
、
子
供
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
こ
そ
が
肝
心
で
す
。
子
供
に
と
っ

て
も
最
も
気
持
ち
の
良
い
こ
の
季
節

に
、
健
や
か
な
子
供
の
成
長
を
目
指
し

て
、
皆
で
子
供
の
問
題
を
考
え
て
み
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

子
供
の
減
少
と
環
境
の
変
化

厳
し
い
子
供
た
ち
の
将
来

子
供
の
数
は
出
生
率
の
低
下
煩
向

の
た
め
、
今
後
ま
す
ま
す
減
少
し
て

い
き
ま
す
。

人
口
千
人
当
た
り
の
出
生
数
は
、

ひ
の
え
う
ま
の
昭
和
祖
年
に
一
三
・

七
人
で
、
そ
の
前
後
の
牢
に
比
べ
急

激
に
減
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
そ
れ

を
も
下
回
る
水
油
T
に
∴
な
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
5
5
年
は
一
三
・
六
人
、
昭

和
弱
年
は
二
一
二
〇
人
と
い
っ
た
よ

う
な
低
い
水
準
で
す
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
が
当
分
続
く
た

め
、
子
供
の
数
は
表
の
と
お
り
全
体

3
月
2
7
日
完
成
の
島
門
小
学
校

マ
ウ
ン
テ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

と
し
て
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

子
供
は
、
将
来
の
日
本
の
社
会
を

支
え
て
い
く
わ
け
で
、
こ
の
子
供
た

ち
が
少
な
く
な
る
こ
と
は
、
将
来
の

社
会
の
仕
組
み
に
も
大
き
な
影
響
が

出
て
く
る
と
言
わ
ね
は
な
り
ま
せ

ん。
子
供
が
少
な
く
な
る
こ
と
は
、
全

く
子
供
に
責
任
の
な
い
こ
と
で
す

が
、
人
口
槻
進
の
上
か
ら
は
、
現
在

の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
将
来
は
厳
し

い
社
会
に
な
る
と
竜
わ
ざ
る
を
得
ま

せん。ま
た
、
子
根
の
遊
び
仲
間
も
少
な

く
な
る
わ
け
で
、
以
前
と
比
べ
る

と
、
人
間
関
係
の
上
で
は
縮
小
さ
れ

た
規
模
の
中
で
子
供
が
育
つ
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
半
価
、
テ

レ
ビ
な
ど
に
よ
る
情
報
環
塊
が
ま
す

ま
す
変
わ
っ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
も
以
前
と
は
爽
な
っ
た
条
件
を

子
供
の
成
長
に
与
え
て
い
く
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
方

2
1
世
紀
へ
の
社
会
づ
く
り
は

大
人
の
責
任
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子
供
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
た

め
、
行
政
の
面
で
は
、
母
子
保
健
、

保
育
、
健
全
育
成
な
ど
の
対
策
を
一

層
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

子
供
の
問
題
は
行
政
の
み
な
ら
ず
、

各
家
庭
、
地
域
社
会
、
社
会
全
体
の

課
題
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

子
供
は
、
社
会
的
な
発
言
の
場
を

持
た
な
い
の
で
す
か
ら
、
二
十
一
世

紀
に
向
け
て
活
力
あ
る
福
祉
社
会
あ
ー

建
設
し
て
後
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

は
、
現
代
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
大

人
の
責
任
で
す
。
児
童
福
祉
週
間
を

迎
え
て
、
皆
で
子
供
の
問
題
を
替
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
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お出かけは　ひと声かけて　カ　ギかけて

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
婆
貝
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
っ
た

と
き
、
何
よ
り
も
ま
ず
「
国
民
の
基
本

的
人
権
の
擁
護
を
」
と
、
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
が
国
家
の
責
務
と
し
て
、
国

民
の
間
か
ら
叫
ば
れ
基
本
的
人
権
を
基

調
と
し
た
日
本
国
態
法
が
制
定
さ
れ
ま

した。こ
う
し
た
背
景
の
下
に
、
昭
和
2
4
年

6
月
1
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し

見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権

の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
櫛
擁

護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
存
す
る

上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分

だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私
も
み
ん
な

人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る
い

社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
達
の
願
い

です。全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
6
月
l

目
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
み
な
さ
ん
と
と

も
に
、
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
励

む
こ
と
を
申
し
合
せ
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
は
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
橋
擁
護

委
員
が
お
ら
れ
ま
す
。

柴
田
　
関
（
今
古
賀
）

宙
話
（
3
）
0
0
9
0

信
行
雪
鴻
（
鬼
津
）暗

譜
（
3
）
0
2
1
0

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

方

）

言

シ

i

“

九

年

i

次
の
と
お
り
、
御
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
紙
上
を
か
り
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
中
央
公
民
館
民
俗
資
料
館
へ

鬼
∴
洋
∴
吉
浦
感
知
様

琴
　
　
1
両

▽
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
へ

旧
　
任
　
山
木
巡
様

駒
木
　
l
本

遠
賀
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

樹
木
　
1
本

第
4
回
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
の
お
誘
い

国
訴
ろ
5
月
、
新
緑
の
宗
像
市
城
山

め
ざ
し
春
の
一
日
を
、
幼
児
か
ら
お
年

埼
り
ま
で
家
族
揃
っ
て
楽
し
み
ま
せ
ん

か。▽
主
　
催
∴
遠
高
山
友
会

▽
捌
∴
H

∇
目
的
地

▽
集
合
場
所

▽
受
　
付

▽
費
　
用

▽
行
　
程

▽
そ
の
他

▽
間
合
究

教
育
委
員
会

昭
和
5
7
年
5
月
1
6
日
（
日
）

宗
像
市
城
山
（
3
6
9
m
）

遠
賀
叫
役
場
前
広
坊

9
時
1
5
分
ま
で
に
集
合

大
人
四
百
円
、
子
俣
二
百

十
円
（
バ
ス
代
）

遠
賀
町
役
場
－
赤
鳥
居
－

城
山
－
西
鉄
バ
ス
赤
間
常

葉
所
－
遠
賀
町
役
場
解
散

1
6
時
予
定

雨
天
中
止

数
奇
委
員
会
社
会
教
育
課

公

民

館

対

抗

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催

教
育
委
員
会
・
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
、
町
体
育
協
会
・
婦
人

会
公
民
館
連
絡
掲
載
会
後
援
で
、
公
民
館
対
抗
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

遠
賀
町
葡
づ
く
り
会
を
結
成
し
ま
す

青
少
年
に
よ
い
環
魂
を
つ
く
る
一
環

と
し
て
遠
賀
町
で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
そ
の
一
つ
と

し
て
、
町
内
の
菊
づ
く
り
に
趣
味
の
あ

る
方
の
会
を
鰭
成
し
ま
す
の
で
お
集
り

く
だ
さ
い
。

卯
年
5
月
綴
目
（
臼
）

15時－
中
央
公
民
館
離
義
盛

（
祉
）
全
日
本
菊
花
連
盟

公
認
指
導
員
　
高
島
茂
人

先
生
（
遠
賀
町
浅
木
）

現
在
菊
づ
く
り
を
し
て
い
る
人
、
初

心
者
も
親
切
丁
寧
に
指
導
が
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。
当
日
会
場
に
1
5
時
ま
で
に

お
集
ま
り
下
さ
い
。

町
民
の
み
な
さ
ん
多
数
の
参
加
、

蛙
調

▽
日
　
時
　
昭
和
新
年
5
月
2
3
日
（
［
）

受
付
　
8
時
－
8
時
0
0
分

開
会
式
　
8
時
4
5
分

試
合
開
始
　
9
時

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
試
　
合
　
9
人
制
（
登
録
人
数
は
自

由
。
競
技
者
は
婦
人
6
人

釦
薗
以
上
男
性
3
人
）
。

試
合
形
式
に
つ
い
て
は
出

場
チ
ー
ム
数
に
よ
り
決
定

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
∴
館
霜
（
3
）
1
3

5
5
ま
た
は
、
各
地
区
体
育
部
長
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

町
内
史
鎮
め
ぐ
り
㈲

－
　
島
津
・
若
松
周
辺
　
－

あ
な
た
も
健
康
と
知
識
を
得
る
た

め
、
町
内
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
家

族
く
る
み
も
績
櫛
。
「
家
庭
の
R
L
を

有
意
義
に
過
ご
し
ま
し
。
ナ
ウ
。

▽
主
　
催
∴
遠
雷
町
郷
土
文
化
研
究
会

▽
期
　
日
　
旧
知
5
7
年
5
万
1
6
日
（
日
）

▽
集
合
時
間
　
9
時
柳
分

▽
集
会
場
所
　
島
津
バ
ス
停

▽
解
散
場
所
　
若
松
住
吉
宙
（
1
2
時
に

解
散
予
定
）

▽
服
　
装
　
山
が
き
で
き
る
服
装

な
お
雨
天
の
時
は
、
5
月
2
3
日
（
臼
）

▽
開
合
先
∴
血
生
添
　
吉
野
千
年

地
謡
（
3
）
0
4
2
5
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09329（3）局が

093（293）局に

遠賀町の電話局番が3栃に

かあります
－7月1日（木）から－

7月1日から　遠賀町、岡垣町、芦屋

町、苅田町と中間市の市内局番が3桁に

かわります。

5嵩嵩目野鳥との唄存、を考えよう

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご相談に応じております

午前9鞠0分一午後4時30分（平日）

土曜日は正午まで

㊧専門の相談員が親身になってご相談（こ応じます。

㊨弁教士絶域日：鍵田金9日手緩1膳～4晴

社団法人日本損害保険協会

小倉自動車保険請求椙談センター
北九州市ノi、倉北区紺屋町9－1

明治生命小倉ピル8階

小倉胴査事務所肉

食003－521－2140（直通）093一瓢1－1531

水巻町　おかの台県営住宅（新築）入居者募集　中居耐火構造5階建3oK32戸
申込用甑は水巻町役場・北九州土木事務所で5月17日－21日配布o家賃未定○入居は6月下旬。

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催

高
齢
化
社
会
が
進
む
う
え
で
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
あ
る
よ
う
に
願
い
た

い
も
の
で
す
。
こ
の
た
び
社
会
教
育
課
で
は
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
を
闘

放
し
て
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
す
す
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
の
日
程

で
行
な
い
ま
す
の
で
多
数
御
参
加
下
さ
い
。

▽
期
　
日
　
5
月
1
日
か
ら
毎
月

第
一
・
第
一
丁
第
四
金
曜

日
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分

▽
講
　
師
　
守
田
光
子
先
生

（
諸
大
学
保
体
の
先
生
）

▽
会
　
場
∴
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

▽
申
込
先
　
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さい。

▽
会
　
費
　
若
干
必
要
で
す
が
話
し
合

っ
て
決
め
ま
す
。

婦
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催

婦
人
の
健
康
診
断
が
行
わ
れ
、
運
動
不
足
に
よ
る
肥
満
者
が
多
数
お
ら
れ

る
よ
う
で
す
が
、
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
体
を
う
こ
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
期
　
日
　
毎
月
第
一
・
第
二
・
第
三
　
▽
会
　
場
∴
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

・第四
水
曜
日
1
3
時
0
0
分
－
1
5
時
　
▽
申
込
先
　
面
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

5
0
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
。

▽
講
　
師
　
守
田
光
子
先
生
　
　
　
　
　
▽
会
　
費
　
千
円

島
門
小
学
校
母
親
学

級
同
窓
会
の
集
い

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
、
地
区
の
撮
話

人
に
申
込
み
下
さ
い
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
5
月
1
5
日
（
上
）

n時－

▽
揚
∴
所
　
公
民
館
別
館
和
室

▽
内
　
容
　
総
会
行
庫
と
懇
親
会

▽
地
区
也
話
人
　
（
出
洋
）
矢
野
き
み

子
　
（
若
松
・
道
管
）
金
峰
か
す
え

（
鬼
津
）
薬
君
枝
　
（
尾
崎
）
林
初
代

（
別
府
）
長
野
和
子
　
（
今
品
質
）
柴

田
つ
や
の
　
（
遠
賀
川
）
安
商
み
つ
る

（
新
町
）
水
上
寿
美
子
　
（
広
波
・
旧

侍
）
吉
永
千
代
子
　
（
松
の
木
）
柴
田

和
子

第
1
回
遠
賀
町
内

囲
碁
大
会
の
結
果

4
月
2
5
日
に
広
漠
公
民
館
で
行
わ
れ

た
第
7
回
遠
賀
町
内
囲
碁
大
会
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
パ
ー
ト
（
2
殿
以
上
）

優
　
勝
　
渕
上
萬
徳
2
段

準
優
勝
　
原
　
裕
治
4
段

B
パ
ー
ト
（
3
級
－
初
段
）

健
　
勝
　
中
野
忠
夫
2
緻

準
優
勝
∴
梶
原
和
義
3
級

C
パ
ー
ト
（
－
綴
以
下
）

優
∴
勝
　
垂
広
　
新
6
級

準
優
勝
　
永
田
勝
雷
4
級

国
税
専
門
官
募
集

▽
受
験
資
格
∴
昭
和
5
0
年
4
月
2
日
－

肺
和
3
6
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
人
（
大
卒
程
度
）

▽
第
一
次
試
験
日
　
昭
和
5
7
年
7
月
1
0

日
（
土
）
－
1
月
Ⅱ
日
（
日
）

▽
採
用
予
定
　
全
国
で
約
脚
名

▽
試
　
験
　
赦
糞
試
験
（
多
投
選
択
式

）
及
び
専
門
試
験
（
多
技

選
択
式
及
び
記
述
式
）

▽
受
付
期
間
　
5
月
1
4
日
（
金
）
－
5

月
2
1
日
（
金
）

▽
申
込
用
紙
請
求
及
び
申
込
先

〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
東
2
丁
目
n
の
l
　
福

岡
図
説
属
人
謡
第
一
一
課

館
話
0
9
2
（
4
1
1
）

0

0

3

●

l

馨
　
駕
の
中
で
と
く

に
野
鳥
は
、
公
藷

な
ど
に
よ
る
環
塊

の
変
化
に
敏
感
で

す
。
生
息
条
件
の

ち
ょ
っ
と
し
た
変

化
も
馬
た
ら
に
影
籍
を
与
え
る

こ
と
が
多
く
、
気
か
つ
い
た
と

き
に
は
も
う
ど
こ
か
へ
引
っ
越

し
て
し
ま
っ
た
あ
と
だ
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

野
鳥
に
と
っ
て
す
み
よ
い
環

鱒
は
、
人
間
に
と
っ
て
も
よ
い

生
活
環
境
で
あ
る
と
い
え
ま
す

5
月
1
0
日
か
ら
1
6
日
は
「
愛

鳥
週
間
」
で
す
。
わ
た
し
た
ち

に
と
っ
て
生
活
環
塊
保
全
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
る
野
鳥
と
の

〟
共
存
〟
に
つ
い
て
、
い
ま
一

度
考
え
を
新
た
に
し
た
い
も
の

です。
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商
圏
困
国

師
毎
秋
、
夫
と
舵
増
し

〔
問
〕
　
当
地
に
引
っ
越
し
て
、

現
在
、
小
さ
な
店
を
営

ん
で
い
ま
す
。
先
日
、
近
所
の
奥
さ

ん
と
立
ち
話
を
し
て
い
て
、
選
挙
に

は
勝
い
合
っ
て
出
か
け
よ
う
と
言
っ

た
の
で
す
が
、
家
に
掃
っ
て
か
ら
〟

投
棄
場
入
場
券
〟
が
送
ら
れ
て
き
て

い
な
い
こ
と
に
気
つ
き
ま
し
た
。
わ

た
し
が
手
織
さ
を
忘
れ
た
た
め
で
は

な
い
か
と
心
配
な
の
で
す
が
…
…
。

こ
の
場
合
、
ま
ず
考

〔
答
〕
　
ぇ
ら
れ
る
の
は
、
転
入

届
を
出
し
て
い
な
い
た

め
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す

転
入
届
は
、
他
の
市
町
村
か
ら
引

っ
越
し
て
来
て
十
四
日
以
内
に
、
新

し
い
住
所
地
の
市
町
村
役
場
に
届
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
役
所
で
は

そ
の
届
出
に
従
っ
て
、
住
民
韮
木
台

帳
に
そ
の
旨
を
弛
職
し
ま
す
。

住
民
巻
本
台
帳
と
い
う
の
は
、
布

目
村
が
、
そ
の
行
政
区
域
内
に
住
む

人
の
居
住
関
係
を
公
的
に
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
住
民

に
つ
い
て
の
鴫
務
手
続
を
す
る
場
合

の
基
礎
と
す
る
も
の
で
す
。

郵
務
手
続
に
は
、
選
挙
、
戦
務
教

育
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、

印
鑑
証
明
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

に
居
住
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る

う
か
。転

入
届
を
出
す
と
き
は
、
綱
に
郁

ん
で
い
た
市
町
村
の
長
が
発
行
す
る

転
出
証
明
密
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
自
営
業
な
ど
で
、

国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、
国
民
年
金
手
隙

が
必
要
で
す
。

一
方
、
転
出
届
は
、
他
の
市
町
村

へ
住
所
を
移
す
場
合
に
、
転
出
先
や

転
出
の
予
定
年
月
日
を
、
あ
ら
か
じ

め
現
住
所
の
市
町
村
役
場
に
届
け
出

る
も
の
で
、
こ
の
と
き
、
転
出
羅
明

転
入
届
を
出
し
て
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

櫛
利
と
義
務
の
一
切
が
含
ま
れ
て
い

ます。で
す
か
ら
、
も
し
、
あ
な
た
が
転

入
届
を
出
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、

住
民
基
本
台
帳
へ
の
記
載
が
な
い
た

め
に
、
選
挙
の
投
棄
場
入
場
券
は
送

ら
れ
て
き
ま
せ
ん
。
選
挙
の
場
合
に

限
ら
ず
、
住
民
基
本
台
帳
に
組
織
さ
　
　
や

軽
の
交
付
を
受
け
ま
す
。
こ
の
場
合

も
、
印
鑑
と
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
国
民
年
金
手
帳
を
、
忘
れ
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

一
方
同
じ
苗
町
村
内
で
引
っ
越
し

を
し
た
場
合
は
、
そ
の
日
か
ら
十
四

日
以
内
に
転
居
届
を
市
町
村
役
場
に

出
し
ま
す
。
こ
の
届
出
に
必
要
な
謹

類
は
、
転
出
届
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

ま
た
、
世
稚
主
が
変
わ
っ
た
り
、

織
姫
し
て
新
し
く
世
静
を
持
っ
た
り

し
た
場
合
は
、
世
稗
の
変
更
が
あ
っ

た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
属
虹
地

の
市
町
村
役
場
に
世
捕
変
更
届
を
出

し
ま
す
。
必
要
な
種
類
は
、
転
出
・

転
居
届
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

以
上
の
届
出
は
、
寵
ち
に
住
民
基

本
台
帳
に
証
載
さ
れ
、
届
け
出
た
人

の
新
し
い
状
況
に
対
応
す
る
よ
う
に
、

す
べ
て
の
手
続
き
が
と
ら
れ
ま
す
。

軟
式
テ
ニ
ス
教
室
を

開
き
　
ま
　
す

教
育
委
員
会
・
軟

式
撞
球
遭
盟
の
英
偶

で
テ
ニ
ス
教
室
を
舶

伽
し
ま
す
。

初
心
者
中
心
で
雅

礎
か
ら
学
べ
ま
す
の

で
皆
さ
ん
参
加
し
て

れ
て
い
な
い
と
、
住
民
票
の
写
し
が

も
ら
え
な
か
っ
た
り
、
お
子
さ
ん
の

就
学
通
知
が
屈
か
な
い
な
ど
、
日
常

生
活
で
い
ろ
い
ろ
困
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
居
住
地
の
市
町
村
役
場
に
問

い
合
わ
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

み
ま
せ
ん
か
。
（
中
卒
以
l
の
人
）

▽
〓
∴
晴
　
5
月
1
6
日
・
2
3
日
・
0
0
日

6
月
6
日
・
1
3
日

5
日
間
（
日
曜
日
）

1
3
時
～
1
5
時

、
場
　
所
　
連
鎖
刑
役
場
前
広
場

雨
天
の
場
合
は
次
週
に
延

和
裁
教
室
生
募
集

教
習
委
員
会
で
は
次
の
と
お
り
憫
和

新
年
度
の
和
裁
教
電
位
を
募
集
し
て
い

ます。
∇
期
　
間
∴
昭
和
5
7
年
6
月
1
日
－
昭

和
5
8
時
3
月
（
1
年
間
）

毎
週
火
曜
日

▽
時
　
聞
　
1
0
時
～
1
5
時
5
0
分

▽
揚
∴
所
　
中
央
公
民
館
一
階
和
室

▽
受
講
料
　
3
カ
月
は
町
が
負
担
、
以

後
は
個
人
負
担
と
な
り
ま

す。

▽
締
切
日
　
5
月
2
9
日
（
土
）
ま
で

▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
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浅
木
小
学
校
　
2
年
　
松
原
　
　
力
君

島
門
小
学
校
　
1
年
　
舛
森
　
大
祐
君

広
波
小
学
校
　
2
年
　
西
川
　
青
海
さ
ん

5
月
9
日
（
日
）
は

母
の
日
で
し
た

お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う

日
ご
ろ
の
お
か
あ
さ
ん
の
ご
苦
労
を
い
た
わ
り
、
母
の
愛
に

感
謝
を
こ
め
て
町
内
の
小
学
校
か
ら
二
名
ず
つ
、
お
か
あ
さ
ん

の
似
顔
絵
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

広
漠
小
学
校
　
2
年
　
豊
丹
生
道
良
吾

浅
木
小
学
校
　
3
年
　
度
友
　
武
史
君

島
門
小
学
校
　
1
年
　
下
山
み
さ
き
さ
ん
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右左だい　じ　ょ　う　ぶ　　で　も　も　う　一度

丁
”
I
I
∴
止

唐

　

戸

　

風

今
か
ら
二
百
二
十
年
も
前
の
こ
と
、
享
保
十
七
年
は
大

変
な
飢
館
の
年
で
、
夏
の
う
ち
長
雨
つ
づ
さ
の
上
、
秋
に

は
た
く
さ
ん
の
蛙
虫
が
発
生
し
て
稲
を
喰
い
つ
く
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

そ
の
う
え
野
菜
も
不
作
で
、
米
の
ご
ほ
ん
ど
こ
ろ
か

食
べ
る
も
の
は
全
く
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
多
く
の
人
が

餓
死
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

あ
く
る
年
の
十
八
年
も
春
か
ら
気
候
不
順
に
加
え
て
、

悪
い
病
気
な
ど
も
出
て
、
人
々
や
家
蒲
が
死
ん
で
ゆ
く
始

末
で
し
た
。
人
々
は
草
の
根
を
掘
っ
た
り
、
山
に
入
っ
て

ク
ズ
の
板
を
は
っ
て
食
べ
た
り
し
た
の
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
わ
ず
か
に
で
き
た
樹
種
は
、
翌
る
年
の

種
子
に
す
る
た
め
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た。

広
陵
の
基
地
製
の
池
の
あ
た
り
に
隠
し
て
あ
っ
た
籾

が
、
誰
か
に
盗
ま
れ
る
と
い
う
事
件
が
お
こ
っ
て
、
村
中

（
版
画
　
月
山
正
信
）

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
村
人
は
、
大
変
に
怒
っ
て
、
こ
の
三
人
を
責
め
殺

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
上
、
死
骸
を
梯
子
に
括
り
つ
け
て
川
に
流
し
て
し
ま
い
ま

した。梯
子
の
三
人
は
、
櫨
土
手
と
い
う
と
こ
ろ
の
唐
戸
に
流
れ
つ
い
た
と
の
こ
と
で
、
そ
の

盛
が
、
あ
た
り
を
通
る
人
に
た
た
り
、
そ
の
風
に
あ
う
と
重
い
病
気
に
な
っ
て
、
苦
し
ん

だ
未
に
死
ん
で
し
ま
う
人
が
限
り
な
く
た
く
さ
ん
に
出
ま
し
た
。

は
た
い
へ
ん
な
さ
わ
ざ
に
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
と
詮
議
し
た
と
こ
ろ
、
伊
勢
、
勘
蔵
、
友
平
と
い
う
三
人
の
仕
わ
ざ
で
あ

苗
の
人
の
教
訓
で
し
ょ
う
。

そ
れ
を
聞
い
た
庄
屋
の
篇
右
衛
門
と
い
う
人
は
、
組

頭
の
六
太
郎
と
カ
を
あ
わ
せ
て
、
三
人
の
供
糞
塔
を
、

川
の
辺
に
建
て
ま
し
た
。

そ
れ
で
唐
戸
風
で
死
ぬ
人
は
し
ば
ら
く
後
を
断
ち
ま

し
た
が
、
松
の
本
か
ら
の
帰
り
に
そ
こ
を
通
っ
た
人
が

ま
た
、
重
い
病
気
に
な
っ
て
永
い
こ
と
頭
が
あ
が
ら

ぬ
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
ま
た
、
長
岸
寺
の
塊
肉
に
地
蔵
さ
ん
を
掃
っ

た
り
し
ま
し
た
が
、
一
向
に
さ
さ
め
が
あ
り
ま
せ
ん
で

した。今
度
は
、
八
叙
神
社
の
塊
肉
に
相
を
た
て
て
今
宮
と

よ
ん
で
、
お
袋
を
つ
づ
け
て
ゆ
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
が
三
人
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
た
の
で
し
ょ

う
。
さ
し
も
の
唐
戸
風
も
そ
れ
か
ら
は
村
人
に
被
害
を

あ
た
え
る
こ
と
も
な
く
な
ト
ノ
ま
し
た
。

人
の
命
は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、

（
関
谷
　
高
）



（8）第290号　　　　　　　　　　　　鰯西め餓

松の本（今古賀桝番地の164）

II旧　修司くん

（襲さんの三男）
昭和56年8月10日生

僕の趣味は、何でもロに
入れちゃう部。特に紙きれ
なんかは大好き。お母さん
が口の中に手を入れて取ろ

うとした時、僕の1本と半

分の歯で思いっきりかんで
やるんだ。ウシシー○

新町（広漠1807番地）

松波　雄一くん

（鞘さんの瑚）
昭和56年9月17日生

ボクのポッペはリンゴの

ポッベ。朝はねはげまなC

に朝日のポッペ。昼はオイ

タにお陽桜ポッペ。夜はオ

ネンネタ陽のホッベ。ボク

のポッペはリンゴのホッ
ノヾo

参
品　所

た　や　　　　づ　応

政　和　渇写つ発言対
談削減日英抱　き　象
を　使　し　は　織　れは
登用　た　後　し　た　一
し　し　赤　白　ま　は　載
あ　た　ら　’す　が　末
げ顔　や搬　o　き　満
ま　凸　ん　影　　か　の
す　版に∴に　　ら　赤
〇　、は　何　　編　ち

婦、い　　回　や
賊軍　ま　　2　ん
し　興　す　　名　で

不要犬の引頂りは、遠賀保健所脚3（201）4161へどうぞ

㈲
備
鰹
艦
圃
山
笠
の
無
暗
謬

㊥
⑤
㊥
㊥

▽
時
　
間

▽
対
象
者

▽
料
　
金

▽
接
穂
方
法

▽
詩
参
品

▽
注
　
意

▽
そ
の
他

日
　
本
　
脳
　
炎

日
本
脳
炎
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
原
因
で

7
月
か
ら
9
月
が
流
行
期
で
、
暑
さ
で

か
ら
だ
が
衰
弱
し
た
よ
う
な
人
（
特
に

老
人
や
子
ど
も
）
が
発
病
す
る
よ
う
で

す。
次
の
こ
と
を
守
り
、
日
本
脳
炎
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

o
蚊
に
さ
さ
れ
な
い
よ
う
に
家
の
周
囲

の
溺
魂
を
よ
く
す
る
。

。
予
防
接
種
を
早
め
に
受
け
る
。

o
睡
眠
を
充
分
に
と
る
。

。
栄
護
の
あ
る
食
率
を
と
ろ
。

。
過
労
を
さ
け
る
。

▽
期
　
間
　
5
月
2
1
日
～
6
月
2
0
日

▽
場
　
所
　
町
内
の
各
医
院
（
背
柳
医

院
、
占
部
医
院
、
遠
賀
浅

木
内
科
医
院
、
橋
本
医
兢

花
野
医
院
、
村
田
匪
院
）

各
医
院
の
診
腰
時
間
内

3
歳
以
上
の
人

1
回
に
つ
き
七
百
円

昭
和
隙
年
以
後
受
け
た

人
は
1
回
、
受
け
て
い
な

い
人
は
2
回
（
1
～
2
週

間
の
間
隔
を
お
く
こ
と
）

印
鑑
、
料
金

接
種
日
の
朝
の
体
温
を
計

っ
て
お
く
こ
と
。

中
学
生
以
下
、
生
保
及
び

町
県
民
税
が
均
等
部
類
以

下
の
世
治
の
人
で
接
穂
希

望
者
は
、
役
場
に
印
鑑
を

持
参
し
無
料
用
の
問
診
票

を
受
領
の
う
え
、
接
頭
を

受
け
て
下
さ
い
。

乳
　
児
　
相
　
鱗

◎
期
　
日
　
5
月
1
7
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分
ま

で
に
お
い
で
下
さ
い
。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者

▽
持
参
晶

▽
内
　
容

▽
料
　
金

生
後
0
～
6
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
・
身
長
等
の
測
定
、

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

妊
　
婦
　
相
　
談

老
　
人
　
検
　
診

▽
期
　
日
　
5
月
2
7
日
（
木
）

▽
場
所
及
び
時
間

。
中
央
公
民
館

1
0
時
～
n
時
5
0
分

o
鬼
津
公
民
館

1
3
時
～
1
5
時

▽
対
象
者
　
6
5
歳
以
上
の
人

▽
検
診
内
容e

検
尿
　
o
血
圧
測
定

。
問
診
　
o
血
色
素
検
査

▽
科
　
金
　
無
料

▽
対
象
者

▽
料
　
金

◎
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
内
　
容

◎
期
　
日

▽
時
　
間

妊
産
婦

無
料

5
月
鳩
目
（
火
）

1
3
時
0
0
分
－
1
5
時

中
央
公
民
館

質
血
食
料
理
実
習

家
族
計
画

5
月
2
5
日
（
火
）

9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い
。

役
場
保
健
室

印
鑑
（
母
子
手
隙
を
受
領

す
る
人
の
み
）

新
生
児
の
扱
い
方

入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
参
加
者
募
集

7
月
1
0
日
馬
以
降
の
、
「
元
気
な

赤
ち
ゃ
ん
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

官
製
は
が
き
に
住
所
・
父
母
の
氏

名
・
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
と
生
年
月
日

・
館
話
番
号
を
記
入
の
士
、
遠
賀
町

役
場
庶
務
課
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
係

」
宛
お
出
し
下
さ
い
。

野
犬
の
薬
殺
を

行

っ

て

い

ま

す

野
犬
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め
、
誌

え
さ
に
よ
る
野
犬
の
薬
殺
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
誘
え
さ
の
設
置
場
所
に
は
赤

旗
を
立
て
て
い
ま
す
の
で
、
愛
玩
動
物

等
を
近
づ
け
た
り
放
し
た
り
し
な
い
よ

う
御
注
意
下
さ
い
。

▽
実
施
期
間
　
4
月
2
0
日
～
5
月
約
日



（9）塵⑱西㈲即　　　　　　　　　　　　　　　第209号

22 ��21 �� �� �� ��15 日 � ��∴∴： ����5 月 ���期 
2日 ��金目 ��，へ20 木目 ��′、19 水日 ��（18 火日 ��土 �′、14 金目 ������′へ10 月日 ���日 

） � ������ 

新 町 �遠 賀 川 �彊 ��上 別 府 �静 光 囲 若 菜 ロ �苦 ��肝 ��別 府 千 代 丸 �広 漠 中 央 �旧 停 �蒲 ���車 i i 津 �若 松 �「； ∴ ��対 象 地 “区 

13 30 （ 15 �9 130 l �13 30 ） 15 �9 �13 �9 �13 30 （ 15 �9 30 �13 �9 �10 �13 30 �9 30 �13 30 �9 �13 �9 30 �13 30 �匡 �1 9 00 i 10 �時 間 

30 �30 �30 ���30 （ 15＿ 30 �【30 （ 11 30 �上0 ！ 12 00 ����30 �30 

11 ��i ll �（ 主5 �晶 ��i ll ����（ 15 �（ 11 �（ 15 �II ；11 �匡 ） �（ 11 �） 15 

30 �30 �30 �30 �30 �30 �30 �30 ����30 �30 �30 �30　30 ��【30 �30 �章0 �車0 

公 民 館 別 ��虫 生 津 �東 町 公 民 �i 上 別 府 は �翰 光 �浅 木 公 民 飽 ��鞘 ��虐 殺 �広 渡 公 民 �旧 館 ／ヽ �松 の 本 公 民 �A 古 賀 �尾 崎 公 民 �鬼 津 ′＼ �若 松 公 民 �I ��場 

公 民 ����������公 民 ��公 民 ��lム ！民 ��会 �iム 匡 �所 

飽 ��館 �館 �準 �！園 ������館 �館 �館 �鉱i餌 ��‖避 �館 �所南 」 

健康づ　く　り　に　ごほんを食べま　し　ょ　う

結

核

レ

ン

ト

ゲ

ン

検

診

5
月
1
0
日
か
ら
2
2
日
ま
で
次
の
日
程
一
さ
い
。
な
お
、
男
性
に
か
ぎ
り
、
血

で
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
　
圧
、
検
尿
検
査
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま

該
当
者
は
受
診
券
を
区
長
を
通
し
て
配
　
す
。
ま
た
割
り
当
て
口
以
外
で
も
受
診

布
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
持
参
し
て
下
　
葉
が
あ
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

目

　

の

　

疲

国
　
年
度
が

わり　－
毎
年
4
月

か
ら
5
月

に
か
け
て

臼
の
疲
れ
を
訴
え
る
人
が
ふ
え
で

き
ま
す
。
新
入
社
や
新
入
学
な
ど

に
よ
る
生
活
観
雑
の
変
化
に
と
も

な
う
現
象
で
す
。
日
に
破
れ
を
感

じ
た
ら
嫌
朗
を
し
な
い
こ
と
が
第

一
で
す
。

▽
目
の
話
優
は
禁
物
△

日
の
ふ
ち
か
ぴ
り
ぴ
り
荊
い
と

か
、
目
が
か
す
む
と
か
、
急
に
視

力
が
劣
え
た
り
す
る
場
合
は
、
専

門
医
の
診
察
を
受
け
原
因
を
つ
き

と
め
て
清
談
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
原
因
と
し
て
は
目
の
使
い
過

ぎ
に
よ
る
こ
と
も
あ
h
／
、
ま
た
、

れ
睡
眠
不
足
や
心
身
の
破
れ
が
た
た

っ
て
い
る
吻
合
も
あ
り
ま
す
。

長
時
間
、
目
を
酷
使
し
て
い
る

人
は
、
目
を
閉
じ
て
、
時
々
休
憩

を
と
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
が

破
れ
た
と
き
は
む
し
タ
オ
ル
で
目

を
湿
布
す
る
こ
と
も
手
軽
で
無
難

な
方
法
で
す
。
夜
は
埠
く
珠
に
つ

き
睡
眠
を
十
分
と
り
ま
し
ょ
う
。

▽
休
養
と
気
分
転
換
を
△

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
や
遅
刻
を
し
ま

い
と
す
る
あ
せ
り
、
仕
邸
や
勉
強

へ
の
不
安
、
心
身
の
緊
張
や
圧
迫

・
刺
激
I
I
な
ど
、
新
し
い
現
範

に
慣
れ
な
い
た
め
に
起
き
る
ス
ト

レ
ス
で
、
頭
痛
を
と
も
な
う
目
の

披
労
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
休
謎
を
と
る
と
同
時
に
、
趣

味
や
軽
い
通
勤
で
気
分
転
換
を
は

か
り
ま
し
ょ
う
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
状
態
を
保
っ
て
、
神
経
を
も
み

ほ
ぐ
す
の
で
す
。

V
め
が
ね
の
喜
田
藍
を
△

近
視
や
乱
視
、
老
眼
な
ど
が
進

み
、
め
が
ね
が
合
わ
な
く
な
っ
て

い
る
た
め
に
疲
れ
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
時
門
医
の
診

察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

郡
内
少
年
柔
道
大
会
で

〝
優
　
勝
〝

－
遠
賀
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
－

者質入戟人個

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
団
体
・
個
人
戦

と
も
優
勝
と
い
う
す
ぼ
ら
し
い
成
紋
を

あ
げ
ま
し
た
。
な
お
成
紋
は
次
の
と
お

り
で
す
。

団
体
戦

○
使
∴
隣
（
千
坂
、
山
本
、
藤
村
、

藤
村
、
倉
原
、
安
永
）

○
準
優
勝
（
谷
口
、
辻
、
田
平
、
福

田
、
浜
崎
、
樋
口
）

個
人
戦

○
優
　
勝
　
旗
村
佳
史
、
藤
村
高
志

倉
康
隆
、
安
永
誠
治
、
安
永
浩
一

〇
準
優
勝
　
倉
原
絵
美
、
巾
川
堤
寿

大
村
和
恒
、
樋
口
慎
吾
、
池
主

題
行

0
3
　
位
　
谷
口
学
、
田
平
雅
子
、

醸
木
英
雄



策動0号　　　　　　　　　　　　　　　佐⑱西の餅（10）

5月下期の遠賀町主要行事

日i曜 ��行寧内容i時　間 ��実施会揚i担当課名i目的及び主潮象等I備考 

16 �日 �町　民　ハ　イ　キ　ン　グ � �鵠集金i社会弼車内在住者　　犀ジ 薫墓愚警輔車00－ ��盤巾晶慧i遠賀醐団員　l 

赦∵式庭球教室①巨00～15：00 ��役揃広中会弼中位者　　犀ジ 

17 �月 �乳　　児　　相　　談 � �役醜窒i住民課匡0－6カ月児l欝ジ 

籍縫i住民謀臣　　l弊ジ 
妊　婦　相　中30－15：00 ��中央公民館 �住民課犀のための栄弼I謹ジ 

19 �水 � � �籠ンダーi社会輔車在掛∴　中盤 
浅木公民車民諌i漆∴∴　中盤 

凰藤園住民課 ��謙i∴∴上謹ジ 
寿　　　　大　　　　学 � �中央公民館 �社会数諜中学生　I 

21～ 6／20 ��日本脳炎予防接種 �診療時間内 �町内医院匡民諜博識料率 ���詳細は 8ページ 

∴ �� � �藷露草民課i艶雪芙蓉　i弊ジ 
2年 �� � �公蹴別館l住民課 ��言－　　：∴‥ 

23 �1 日 �公民館対抗 � �勤労者体育 センター �社会教鞭商学家庭臥及び30蔵匿ジ 菊　づ　く　り　教　室 �15：00－ �中央公民館 �社会教育課 �町内住住着 �詳細は 3ページ 

軟式撞球教室④ � �役捌広場匡教育萩中在住者 ���詳細は 5ページ 

24 �温∴∴川　，導∴∴心 ��10：00－ �響鵬車祉談i漑「幣と相続‘こつい医局 

怜欝誓警〉合同 � �云蒜両社課 ��ぉ気軽に御相談下さいo商品 
25 �∴　∴　当日ヾ ��9：30－ �役嫌艦上民裸匡手帳交付　＿＿＿土塁ジ＿ 

271年　大　検∴∴診 ��� �藤画住民∴諌 ��65歳以上の人　　犀ジ 

2車 ��綱者スポーツ教士30－15：30 ��劫老者 体育センター �社会教育課 �町内在住60鋤上i整ジ 

30 �田 �陸上カーニパ中：30－ ��努勘社会粥課崎み者のみ（5月15日締 ���4月25日 号を参照 

甲式撞球頚∵轟⑨巨00一15‥00 ��中央公離i社会教藤車雑音　i幣ジ 

火　の　用　心　　心　で　用　心　　目　で　用　心
一一一昭和57年度全国統一標語－


